



























































実 験 威 籟
 第1節IE常成熟白鼠子宮Achの性周期による消長,成熟雌性白鼠を隔離して飼育し,膣脂膏
 によう性周期を観察しその略々規則的なるを選び,各周期に相当する5匹箆について,断頭開腹し
 た上,子宮Ac牡を測定したが,内膜及び筋層について区別ずるζとは困難であった.結果は第薩
 図の如く発鷺期に沿いて有意に増加し,他の時期では殆んど差異が認められない.
 第2節去勢白鼠子宮Acbの生体内性ホルモγ投与による影響,性周期の推移に従い子宮Ach・
 が一定の消長を示すことが明らかとなったが,これを左右するものは恐らぐ盤木ルモソであろりと
 の愚定の下にア去勢白鼠についてその影響を検した。Estradid17一β(E)窒Tes重ost噸
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 解せしめ,これを体重100タ当b1㏄宛腹腔内に注射し,6～7時間後断顕した.対照群では溶
 媒のみ投与したが,表製白鼠では正常貨鼠子宮Ac11に比し低値を示すものの様である.去勢白鼠・
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 子宮Achの性ホルモγによる影響は第2図に示す如き
 成績を徳たが,投与ホルモγの種類並びに量によって異
 った変動が認められた.以上の結果から主として子宮
 Achに影響を与を、るものはEs重radio}であろうと
 正常月経周期に伴う人子宮Ad1の消長・既往歴により月経周期略ぼIE∫1贋で炎症性変化の
 認め難い婦.へ子宮内膜を掻爬によって採取し,他方筋腫子宮の手術時易賑せるもののうち変化の少
 いものを選び,子宮筋腰,子宮内膜を得てこれに加えた,月経周期はその絽織所見を参照して決解し
 た.測定結果では子宮内膜Achは個ぺ差が認められるが,月経周期に従い消長を示し,子宮筋層
 Achは個,八.差が大で,略々子宮内膜Achと平行するが,低値を示した.第5図に子宮内膜Ac盤
 をヲロツトしたものを示したが丁,ぺ子宮内膜においても月経周期に伴いそのAc負に消長をみるこ
 とは蛸らかである.
 第4節正常月経周期へ子宮Achの生体外EstradPj負荷による影響.比較的多量の子宮
 内膜及び子宮筋槽を必要とするのでンすべて手術時剔出筋腫子宮のうち病的変化の認められないも
 のを選んで使用した'、組織は各実験単位毎に約200聖宛をとり、Tordaの脳の実験に従い,
 Es鰐童Ber郎ucoseを含むKrebs-Ri訟ger液で110mogonateとし,Eを加えて57
 ℃1時間}W訂burg装置によむ振盪した後,直ちに抽出した.最初予備実験として増殖期、へ子
 宮5例に対して,各維織10聖当り各濃度のEを附加して操作したところ,内膜筋層共に対照に比
 しAcぬ増量を示したが,内膜に0.1■附加時に
 欝欝撫鷺讐糠窟叢.畦.1、,☆
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 第5節鰹異灘謝る子餉膜Aむh蝋数擁舌一η万、52。2毒口脛
 長.これら疾患時主として内掛蚤爬によって得た値月経周期
)
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 材料につき同様計測した、組織所見によりその臨床診断の的確を期した.機能性出血では一般に内
 膜Ac買値は増量し争特に出血.性メ←ロパ千載内膜では著明鷲あった.組織学的に増殖期f象艦示す'
 ものは同じぐ分泌期像を示すものよりも増量が認められた.他方機能性出血内膜では正常周期動揺
 内のAch値を示すものがあるのは窪目に値する.叉炎症性変化の認められなかった機能性無月経
 及び授乳性無月経では内膜Achの減少は認められず7正常月経周期の値であった.手術時捌出し
 た閉経後の婦,人子宮5例の平均ではその内膜Achマ0.5士1.3,筋図1て.0±2.4で何れも低値
 であった.
 総括並びに灘鞍
 子宮内に存在するAchが極めて微量であることは動物実験を通じて従来の報告者が多くは測定
 限界以下であると報じていることからも非常な園難が予想香れた.現在知られている最も感度の高
 い矩量方法は娃肺法であるがタ感度の季節的変動が甚しいので,これに次ぐ感度を有し,比較的季
 節差の少い墓肺法を採用することにより初めて子宮のAc}1を測篤し得た訳である,
 撮て正常性周期白鼠子宮Ac葺の消長については未だ論文がみあたらない.筆者の成績では性周
 期に従って第2図の如き変動を示すことを証萌したが,子宮Ac}1の消長も性ボルモγと密接兼関
 係を有することは去勢白鼠の生体内投与に慶ける成績で認めることが出来た.即ちEでは少量で増
 強作眉をr大量で抑制作用を示し,Tでは、変化なし,Pでは抑制作用を有することが闘らかである,
 この結果は白鼠子宮Ac}1が性周期により消長し,特に発情前期から発庸期にかけて増強するのは
 主にEの作用であろうと説明できる.又Eの及ぼす相反する2相性の効果は,これと同様の効果が
 もし」へ子宮についても起り得るとすればア卵胞ホルモンが出血と共に止血作用を有すると云う成績
 を理解する上に極めて興味深い.ところで人子宮に関する報告も現在の処みるべきものがない.筆
 者の成績では子宮Achは個人差が認められるが,これは筋1曽に於いて署しく,一般に筋層では内
 膜Ac瓦に平行するものの低値で,筋層Ac且の生理的意義はむしろ内膜に劣るものと、思われる.
 子宮内膜Ac恥は分泌期に入ると次第に増強するが,これは内膜再生に必要な血流量を維持するも
 のであろうと理解される.排卵期に逮するとAchは一一且減弱するが}再び増強し撃月経前期に達
 するとその増強は最大となりこの時所謂Okkds説のAch効果を現わすものと考えられる.然
 らば月経異常の際の子宮内膜Achは如何であろうか.Geisepd就£は実験的に子宮にAch
 を局所的に投与してr生殖器出動を起し得たと述べていることは極めて興味ある問題と、思われる.
 筆者の成績によれば,病的出血の場合に内膜Achは一般に増強している.恐らぐその場合には
 Ackの持続的な増強が高度なものであろうと推疑し繹られる.又機能性出血の中にも正常周期動・
 揺範囲内にあると思われる内膜Ackを示すものがあるのは臨床上治療の難易とよく符合する.こ
 れに反し,続発性無月経及び閉経後内膜ではその減弱が著しいが,生理的無月経である授乳性無月
 経ではその変化は著しくないことも興味深い.,為、子宮内膜について性ホルモγの影響を検ナるに,
 筆者の成績ではぬomo琶enateによる生体外夷験であるのでAchの途中操作による絹張は当然
 考慮されるが,同様操作を加えた対照に比し?体内生理量と、思われる範囲内では何れも増強し,そ
 の効果は月経期及び排卵期に比し,増殖.期及び分泌期に少かった.又月経異常の際にみられる内膜l
 Achの変化はE分泌の異常によって起るものであることが容易に推察し得られる.
 以上の実験成績から子宮Achの消長を通じン月経出血の末梢性機序に関するOkkels説を直i
 接立証し}子宮Ac鼓は主として卵巣ホルモンにより体液的に規制されてかり伊卵巣ホルモγ分泌i
 の異常により月経異常が発来する機勝の一端を実証した.従って異常内膜の治療機序として子宮
 A曲の変化を重視すべきものの様である.
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審査 結 果要
 ■
旨
 子宮粘膜の周期的変化にAcetykhoiim⊂Ac道)が関係していることは一般に信ぜられて
 いるが,乏を実証したデーターは未だ豪い.その理由は生体内で産生されるAchは微量であるこ
 と及びそれが不安定で補促し難い点にあった,著者は纂肺法を爾いて,初めて,子宮粘膜とAcぬ
 の関係を明かにした。そ・れによると白鼠子宮でもAchの性周期と共に消長し,発情期に最も多ぐ,
 叉量去勢するとAc数量は低下し,之にe“rogeηを投与すると再び増加した.しかしンes主一
 rogeおが大量に過ぎると逆に減少した.
 ,ぺ子宮でも略岡様な傾向が認められ,月経周期のうち,月経期及び排卵期に減少した、閉経期子
 宮内膜セはAcぬが少;なぐ,メトロ!ミ千一では増強した.
 このように著者は,子宮内膜の代訥にAcbが重大薫役割を演じていることを実証したが之によ
 、り」月経周期の異常7子宮内膜肥厚症iなどの治療にA£h療法i又はChoHIヨesterase療法な
 1どの登場する.基礎をきずいたものと見てよかろう.
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